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１．製品のアウトライン 

 

１－１．はじめに 

 

この度は、ガス検知警報器用指示警報ユニットRM-6000シリーズをお買い上げいただきありがとうございま

す。お買い求めの製品型番と本説明書の仕様を照合し、ご確認をお願いします。 

 

この取扱説明書は本器の取扱方法と仕様を説明したものです。本器を正しくご使用いただくための必要な事

項が記載されています。初めてご使用になる方はもちろん、すでにご使用になられたことのある方も、知識や

経験を再確認する上で、よくお読みいただき内容を理解した上でご使用願います。 

 

 

１－２．使用目的 

 

・指示警報ユニットRM-6000シリーズはガス検知部と1対1で組み合わせて使用します。 

 

GP-6001：接触燃焼式検知部と組み合わせて使用する可燃性ガス指示警報ユニットです。 

NC-6001：ニューセラミック式検知部と組み合わせて使用する可燃性ガス指示警報ユニットです。 

NC-6001W：ニューセラミック式検知部と組み合わせて使用するダブルレンジ仕様の可燃性ガス指示警報ユ 

ニットです。 

SP-6001：熱線型半導体式検知部と組み合わせて使用する可燃性ガス又は毒性ガス指示警報ユニットです。 

GH-6001：半導体式検知部と組み合わせて使用する可燃性ガス又は毒性ガス指示警報ユニットです。 

EC-6002：定電位電解式検知部と組み合わせて使用する毒性ガス指示警報ユニットです。 

OX-6001：酸素センサを使用した検知部と組み合わせて使用する酸素指示警報ユニットです。 

OX-6002：酸素センサを使用した検知部と組み合わせて使用する酸素指示警報ユニットです。 

RM-6002：一般計測信号出力検知部と組み合わせて使用する指示警報ユニットです。 

RM-6003：3線式4－20ｍＡ出力仕様のガス検知部と組み合わせて使用するガス指示警報ユニットです。 

RM-6003T：3 線式 4－30ｍＡ出力仕様の半導体式検知部(GD-A44V)と組み合わせて使用する毒性ガス指示警

報ユニットです。 

 

・ガス検知警報器は保安機器であり、ガスの定量･定性を分析・測定する分析計・濃度計ではありません。ご使

用に当たっては本器の性能を十分ご理解いただき、機器を正しくお使い下さい。 

・本器は検知部からの信号をキャラクタ LCD(デジタル及びバーメータ表示<緑・黄・赤 3 色>)によりガス濃度

を表示します。警報点未満は緑色，一段目警報点以上は橙色，二段目警報点以上は赤色と、危険レベルに合

わせ表示が変化します。 

・本器は2段階のガス警報接点と故障警報接点を内蔵しています。 

・本器はガス濃度値を4-20mA、デジタルデータ(RS-485:オプション)で出力します。 

 

 

１－３． 危険、警告、注意、注記の定義 

 

危険 この表示は取扱いを誤った場合、「人命、人体又は物に重大な被害を及ぼすことが想定さ

れる」ということを意味します。 

警告 この表示は取扱いを誤った場合、「身体又は物に重大な被害を及ぼすことが想定される」

ということを意味します。 

注意 この表示は取扱いを誤った場合、「身体又は物に軽微な被害を及ぼすことが想定される」

ということを意味します。 

＊注記 この表示は取り扱い上のアドバイスを意味します。 

 

！ 

！ 

！ 
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２．安全上、大切なお知らせ 

 

２－１．危険事項 

 

危険 
本器は、非防爆構造の機器です。 

 

２－２．警告事項 

 

警告 
指定の機器 

本器には指定された機器以外を接続しないで下さい。指定外の機器を接続した場合、本器又は接続した機器が破

損する恐れがあります。 

 

電源 

電源投入時には、所定の電圧であることを必ず確認した上で、本器の電源を入れて下さい。また、不安定な電源 

は誤動作にも繋がりますので、使用しないで下さい。 

 

保護接地の必要性 

本器の保護接地線を切断したり、保護接地端子の結線を外さないで下さい。 

 

保護機能の欠陥 

本器を作動させる前には、保護機能に欠陥がないか確認して下さい。保護接地などの保護機能に欠陥があると思

われる場合は、本器を作動させないで下さい。 

 

外部接続 

保護接地を確実に行ってから、外部機器への接続を行って下さい。 

 

ガス中での作動 

可燃性、爆発性のガスまたは蒸気のある場所では、本器を作動させないで下さい。そのような環境下で本器

を作動することは大変危険です。 

 

ガス警報が出た時の対応  

ガス警報を発した場合は大変危険です。お客様の判断により適切な処置を行って下さい。 

 

 

！ 

！ 
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２－３．注意事項 

 

注意 
本器の近くでは、トランシーバーを使用しないで下さい。 

本器の近くやケーブルの近くでトランシーバー等による電波を発射すると、指示に影響する場合があります。ト

ランシーバー等を使用する場合には影響の出ないところでご使用下さい。 

 

電源の再投入は、5秒以上の間隔を空けて下さい。 

5秒未満に電源を投入すると正常な動作をしない場合があります。 

 

本器の外部出力を利用して他の機器の制御に使用しないで下さい。 

本器は制御機器ではありませんので、本器の外部出力を利用して他の機器の制御に利用することを固くお断りい

たします。 

 

本器を分解・改造したり、むやみに設定変更をしないで下さい。 

本器を分解・改造したりすると、性能が保証できなくなりますので絶対に止めて下さい。また内容を把握し

ないでむやみに設定を変更すると、場合により警報が正常に動作しなくなることがあります。本取扱説明書

に基づき、正しくご使用頂くようお願いします。 

 

定期的な点検を必ず行って下さい。 

本器は保安計器につき、安全確保のために検知部を含めて定期的な点検を必ず行って下さい。 

 

 

  

！ 
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３．製品の構成 

 

３－１．本体及び付属品 

 

＜本体(RM-6000シリーズ)＞ ＜標準付属品＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取扱説明書 

  納入台数にかかわらず１システムにつき１部 
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＜表示記号一覧＞ 

 

ガス濃度デジタル表示（７セグメント） 

数字 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

          

アルファベット（大文字） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ 

             

Ｎ ０ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ 

             

アルファベット（小文字） 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ 

             

ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ ｚ 

             

記号 

－ ＾ ～ 

   

 

 

ガス名・各種メッセージ表示（１４セグメント） 

数字 

０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

          

アルファベット（大文字） 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ 

             

Ｎ ０ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ 

             

記号 

＠ ＋ － ／ ～ 
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＜端子台の仕様＞ 

端子台仕様 

・定格電圧：AC250V 

・定格電流：24A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

接続条件 

・ケーブル  ：0.5mm2 ～ 2.0mm2(撚線)又はφ0.8～2.0mm(単線) 

・むき線の長さ：10～11mm 

・接続工具  ：ワゴ製専用ドライバー及び相当品（刃先幅3.0mm～4.5mm×0.5mm以下） 

 

撚り線を接続する際は、必ずプッシュボタンを押し下げスプリングを開放させながら電線を接続して下さい。

又、スプリング開放作業を行う際は、適合するワゴ製ドライバー及び相当品（刃先幅3.0～4.5mm×0.5mmで

スプリングが完全開放する物：下表及び次頁参照）をご使用下さい。この操作を行う際に過剰な力を掛けな

い様ご注意下さい。ハウジング・プッシュボタンの破損及びプッシュボタン脱落の原因になります。 

 

ワゴ製適合ドライバー 

ドライバー（中）ストレートタイプ ２１０－１２０Ｊ 

ドライバー（中）ストレートタイプ 

（ショートシャフト＆グリップ） 

２１０－３５０／０１ 

２１０－６５７ 

ドライバー（中）ストレートタイプ 

（絶縁シャフトタイプ） 
２１０－７２０ 
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５－４．各種モードについて 

 各モードの説明を以下に記します。(※機種により、多少動作が異なります) 
モード 項目 LCD表示 内容 

検知モード － ガス濃度 

ガス名 

通常状態 

ガス警報 

テストモード 

－ ガス濃度 警報テストを行います。 

メンテナンス

モード 

(ユーザー) 

ゼロ調整(スパン調整) 1-1 ZERO 

(1-1 SPAN) 

ゼロ調整を行います。 

(酸素 0～25%ではスパン調整を行います) 

設定値表示 1-2 CONFIRM 代表的な設定値を表示します。 
・1st警報設定値(AL1) 
・2nd警報設定値(AL2) 
・警報遅延時間 
・ゼロサプレス値 
・ゼロ追尾ON/OFF 
・指示計タイプ 

ピーク値表示 1-3 PEAK ガス検知時のピーク濃度値を表示します。 

本体バージョン表示 1-4 RM VER 本体ユニットのプログラムバージョンを表示します。 

ＡＭＰバージョン表示 1-5 AMP VER アンプユニットのプログラムバージョンを表示します。 

ＲＳ－４８５アドレス表示 1-6 ADDRESS アドレスを表示します。 

ＲＳ－４８５通信設定表示 1-7 485 PTRN 通信機能の設定状態を表示します。 

定期点検モード切替 1-8 M MODE 定期点検モードに切り替えます。 

メンテナンス

モード 

(定期点検) 

ガス導入表示 2-0 GAS TEST 定期点検モードにてガス導入テストを行います。 

ゼロ調整 2-1 ZERO ゼロ調整を行います。 

スパン調整 2-2 SPAN スパン調整を行います。 

最終校正日 2-3 LAST CAL 最終校正日を表示します。 

ヒータ電流表示 2-4 CUR CAL ヒーター電流を表示します。 

環境設定1 2-5 SETTING1 オペレーションの設定 

SE 0 INHIBIT設定(INHIBIT) 

SE 1 警報値設定(ALM P) 

SE 2 警報遅延時間設定(ALM DLY) 

SE 3 故障テスト(F TEST) 

環境設定2 2-6 SETTING2 各機能の設定 

SE 0 アドレス設定(ADDRESS) 

SE 1 日時設定(DAY TIME) 

SE 2 ゼロサプレス値設定(SUPPRESS) 

SE 3 ゼロサプレス方式設定(SUP TYPE) 

SE 4 警報テスト時接点設定(TEST RLY) 

SE 5 警報テスト時外部出力(TEST4-20) 

SE 6 励磁/非励磁設定(RLY PTRN) 

SE 7 警報方式設定(ALM TYPE) 

SE 8 警報動作設定(ALM PTRN) 

SE 9 警報値リミッター設定(AL LIMIT) 

SE10 故障動作設定(FLT PTRN) 

SE11 ゼロ追尾ON/OFF設定(ZERO F) 

SE12 メンテナンスモード中外部出力(MNT OUT) 

SE13 外部出力調整(MA 4-20) 

環境設定3 2-7 SETTING3 各調整・設定 

SE 0 アンプ初期化(AMP DEF) 

SE 1 ヒータ電流調整(HEAT ADJ) 

SE 2 ロード電圧調整(LOAD ADJ) 

SE 3 測定ガス選択(GAS SEL) 

SE 4 ピークホールド設定(PEAKHOLD) 

SE 5 １ｓｔ警報ＬＣＤ設定(ALM1 LCD) 

SE 6 － － － 

SE 7 ダブルレンジ外部出力設定(DR OUT) 

SE 8 流量低下設定(FLOW SET) 

SE 9 外部出力設定(OUT SET) 

SE10 ＲＳ－４８５通信設定(485 PTRN) 

SE11 緑ＬＥＤ輝度調整(GRN ADJ) 

SE12 赤ＬＥＤ輝度調整(RED ADJ) 

SE13 橙ＬＥＤ輝度調整(ORNG ADJ) 

SE14 ブザー用接点切替設定(BZ RLY) 

SE15 故障レベル入力 
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 故障詳細表示 2-8 FAULT 使用しません。 

 HART機器同期設定 2-9 HART SYN 使用しません。 

HART機器設定 2-10 HART SET 使用しません。 

ユーザーモードへ戻る 2-11 U MODE ユーザーモードへ戻ります。 

ファクトリーモード切替 2-12 F MODE 使用しません。 

   

 

＊注記 

機種により、多少動作が異なります。その機種の操作メニューでない場合、キースイッチを押しても、操作が利

きません。 
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→ 

SET 

← 

MODE 

「7-2.定期点検モ

ード」を参照願い

ます。 

     
▲↓↑▼    

     1-1.ZERO へ    

 

M

M

M

M

M

M

M

M

M
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＜設定値表示「1-2」＞ 

主な設定値の確認をする時に使用します。 

 

≪設定値表示≫（以下は、GP-6001での表示例です） 

 PW A1 A2 F LCD   

1-2.CONFIRM 

SETキーを押します。 

 

↓ 

● ○ ○ ○ 1- 2 
CONFIRM 

 

 
 

    ↓   
1st警報設定値表示 ● ○ ○ ○ 25%LEL 

ALM 1 

 

 
 

     
▲↓↑▼   

2nd警報設定値表示 ● ○ ○ ○ 50%LEL 
ALM 2 

 

 
 

     
▲↓↑▼   

警報遅延時間表示(秒) ● ○ ○ ○ 2 
ALM DLY 

 

 
 

     
▲↓↑▼   

ゼロサプレス値表示 ● ○ ○ ○ 2%LEL 
SUPPRESS 

 

 
 

     
▲↓↑▼   

ゼロ追尾ON/OFF表示 ● ○ ○ ○ on 
ZERO F 

 

 
 

     
▲↓↑▼   

指示計タイプ表示 ● ○ ○ ○ GP 
RM TYPE 

 

 
 

     
▲↓↑▼   

     1st警報設定値表示へ  

 

M

M

M

M

M

M

M

PW：POWER 

A1：ALM1 

A2：ALM2 

F ：FAULT 

M ：MAINT. 

I ：INHIBIT 

●：点灯 

○：消灯 

◎：点滅 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ中 

ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ中 
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６．各種動作及び機能 
 

６－１．ガス警報動作 

 

ガス警報：検知したガス濃度が、警報設定値に達する若しくは超えると動作します。《自己保持動作》 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表示動作＞（以下は、GP-6001での表示例です） 

ガス濃度表示 

    検知範囲を超えると(オーバースケール)、LCD表示が「∩∩∩∩」となります。 

電源表示ランプ(POWER：緑色) 

    連続点灯のままです。 

警報表示ランプ(ALM1：赤色)、(ALM2：赤色) 

    警報は2段警報となっています。それぞれの警報設定値に達する若しくは超えると動作します。 

    警報表示ランプは、リセット操作後、ガス濃度が警報設定値未満になると消灯します。 

 

1st警報時                   2nd警報時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜接点動作＞ 

警報接点は2段警報となっています。それぞれの警報設定値に達する若しくは超えると動作します。 

警報接点は、リセット操作後、ガス濃度が警報設定値未満になると復帰します。 

 

＊注記 
・警報設定値は予め工場出荷時に設定してあります(1 段目警報、2 段目警報)。本器は誤動作防止のた

め、警報遅延時間(標準：2秒)を設定してありまが、特に必要が無ければ解除することも可能です。 

・ここでは、自己保持動作の場合について説明します。他の動作の場合については、別途警報動作タイ

ムチャートを参照願います。 
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＜ガス警報時の対応＞ 

漏洩ガスに反応した場合 

ガス警報が出た時の対応は、お客様の管理ルールに従い、速やかに対処して下さい。 

一般的には、以下の対応を行っています。 

・ 本器の指示値の確認をします。 

 

 

 

 

 

 

・ ガス警報管理濃度に基づき、監視区域から人を遠ざけて安全の確保をします。 

・ ガス濃度表示が継続している場合は、原因となるガスの元栓を閉じて、ガス濃度指示が低下したことを確

認します。 

・ 万一、ガスが残っていることを想定し、危険を回避できる装備をした上でガス漏洩現場に行き、ポータブ

ルのガス検知器などによりガスの残存状況を確認します。 

・ 危険の無いことを確認し、ガス漏洩に対する処置を施します。 

 

 

６－２．故障警報動作 

 

本器内での異常動作を検知して故障警報として発報します《自動復帰動作》。 

故障警報を発報すると、FAULTランプが点滅(黄)、LCDにエラーメッセージが表示されますので、原因を究

明し適切な対処を行って下さい。 

故障状態から正常に復帰した場合は、電源投入後の動作(イニシャルクリア)から再スタートします。 

機器に問題があり、故障が頻発する場合は、速やかに弊社にご連絡下さいますようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

＊注記 

瞬間的なガス漏れの場合、確認した時点では既に指示が低下している場合があります。ガス警報以外

で、ノイズや偶発な条件で一時的な警報状態になった時も指示が低下している場合があります。 

＊注記 

故障内容(エラーメッセージ)については「9.トラブルシューティング」を参照願います。 









- 43 - 

 

＜ピークホールド機能＞ 
警報を発した後の最大(又は最小)濃度値を、指示が正常復帰した後も、バーメータの点滅及び数値で表示す

る機能です。数値は、メンテナンスモード(ユーザー)1-3.PEAK において表示します。 
 ピーク表示を解除するには、メンテナンスモード(ユーザー)1-3.PEAK において、SETキーを長押しして下さ
い。 

 

 

 

＜校正履歴機能／警報トレンド履歴機能／イベント履歴機能＞ 

本器にはそれぞれ履歴機能があります。本機能をご使用になる場合は、弊社営業部迄お問い合わせ下さい。 

 

 

 

＜表示部 調光機能＞ 

 正常状態での電源ランプ及びLCDのバックライトを調光することが出来ます。（初期設定：オフ<明>） 

 調光キーを長押しする毎に、オン<暗>⇔オフ<明>が切替ります。但し、警報状態を除きます。 
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７．保守点検 
 

本器は防災・保安上重要な計器です。 

本器の性能を維持し、防災・保安上の信頼性を向上するために、定期的な保守・点検を実施して下さい。 

 

 

７－１．点検の頻度と点検項目 

・ 日常点検：作業前に点検を行って下さい。 

・ 1ヶ月点検：1ヶ月に1回、警報回路に関わる点検(警報テスト)を行って下さい。 

・ 定期点検：保安機器としての性能を維持する為、6ヶ月に1回以上の頻度で行って下さい。 

 

点検項目 点検内容 日常 

点検 

1ヶ月 

点検 

定期 

点検 

電源の確認 電源ランプが点灯していることを確認して下さい。 ○ ○ ○ 

濃度表示の確認 濃度表示値がゼロ (酸欠計では20.9%)であることを確認して下さ 

い。指示がズレている場合は、検知部周囲に雑ガスが無い事を確認

してゼロ調整(エア調整)を行って下さい。 

○ ○ ○ 

警報テスト 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行って下さい。 － ○ ○ 

 

＜メンテナンスサービスについて＞ 

・ 弊社では、ガス感度校正などを含めた定期点検、調整、整備等に関するサービスを行っております。 

試験用標準ガスを作製するには、所定濃度のガスボンベや、ガス袋など専用器具が必要となります。 

弊社指定のサービス員は、作業を行う上での専用器具や、その他製品に関する専門知識などを備えたスタ

ッフで構成されております。機器の安全動作を維持するために、弊社メンテナンスサービスをご利用頂き

ますようお願いします。 

・ メンテナンスサービスの主な内容を以下に記します。詳細は、弊社営業部迄お問い合わせ下さい。 

主なサービスの内容 

電源の確認 ： 電源電圧の確認を行います。 

電源ランプが点灯していることを確認します。 

(システム上で、当該個所である識別ができる事を確認します。) 

(保安電源を使用している場合、保安電源での動作を確認します。) 

濃度表示の確認 ： ゼロガスを用いて濃度表示値がゼロ (酸欠計では20.9vol%)であることを確認します。 

指示がズレている場合はゼロ調整(エア調整)を行います。 

流量の確認 ： 流量表示を確認し、異常が無いか確認します。 

外部の流量計を用いて、流量の確認を行い、本器流量表示の確かさを確認します。流量にズレがある場合は、

流量調整を行います。 

フィルタの確認 ： ダストフィルタの汚れ具合や目詰まりが無いかを確認します。 

汚れが目立つ場合や、目詰まりを起こしている場合は交換を行います。 

警報テスト ： 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行います。 

・警報ランプ確認(ALM1,ALM2それぞれの動作を確認) 

・外部警報確認(ブザーなど外部警報動作を確認) 

ガス感度校正 ： 試験用標準ガスを用いて感度校正を行います。 

ガス警報確認 ： 試験用標準ガスを用いてガス警報の確認を行います。 

・警報確認(警報設定値に達した際に警報の発信を確認) 

・遅れ時間確認(警報を発信するまでの遅れ時間を確認) 

・警報ランプ確認(ALM1,ALM2それぞれの動作を確認) 

・外部警報確認(ブザーやリセット信号など外部警報動作を確認) 

機器の清掃・修繕 

(目視診断) 

： 機器外観やカバー、内部などの汚れや傷を確認し、目立った箇所を清掃・修繕します。 

亀裂や破損がある場合は部品の交換を行います。 

機器の操作確認 ： キー操作をして各種機能の動作確認や、パラメーター等のチェックを行います。 

劣化部品の交換 ： センサやフィルタ，ポンプなど劣化部品の交換を行います。 
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≪定期点検モード≫ 

 PW A1 A2 F LCD     

ユーザーモード 

「1-8.M MODE」においてSET

キーを押します。 

● ○ ○ ○ 1- 8 
M MODE 

 

 

   

↓ 
    ↓     

続けてもう一度SETキーを3

秒押します。 

● ○ ○ ○ - - - - 
M MODE 

 

 

   

↓ 
定期点検モード 
 

    ↓     

2-0.GAS TEST 

ガスによるテストを行いま

す。 

検知モードと同じようにガ

ス導入後、指示が変化し、

警報ランプも点灯します

が、接点は動作しません。 

● ○ ○ ○ 2- 0 
GAS TEST 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

50%LEL 
GAS TEST 

 

 

    

｜↑ 

▲↓｜▼ 

 

 ↓(交互表示)↑  

     50%LEL 
CH4 

 

 
       

2-1.ZERO 

ゼロ調整を行います。 

● ○ ○ ○ 2- 1 
ZERO 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

ゼロ調整 

 ⇒P60  

 

 

    
▲↓↑▼     

2-2.SPAN 

スパン調整を行います。 

● ○ ○ ○ 2- 2 
SPAN 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

スパン調整 

 ⇒P61   

    
▲↓↑▼     

2-3.LAST CAL 

最終校正日を表示します。 
(例．2011年1月1日12時00

分) 

● ○ ○ ○ 2- 3 
LAST CAL 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

1200 
20110101 

 

 

    
▲↓↑▼     

2-4.HEAT CUR 

センサのヒータ部に流れる

電流値を表示します。 
(GP-6001,NC-6001,NC-6001W, 

GH-6001のみ) 

 

● ○ ○ ○ 2- 4 
CUR CAL 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

141mA 
CUR CAL 

 

 

    
▲↓↑▼     

2-5. SETTING1 

環境設定1を行います。 

● ○ ○ ○ 2- 5 
SETTING1 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

環境設定1 

 ⇒P48  

 

    
▲↓↑▼     

         

M

M

M M

M

M

M

M M

M M

M

PW：POWER 

A1：ALM1 

A2：ALM2 

F ：FAULT 

M ：MAINT. 

I ：INHIBIT 

●：点灯 

○：消灯 

◎：点滅 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ中 

ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ中 
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2-6.SETTING2 

環境設定2を行います。 

● ○ ○ ○ 2-6 
SETTING2 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

環境設定 2 

 ⇒P50   

    
▲↓↑▼     

2-7.SETTING3 

環境設定3を行います。 

● ○ ○ ○ 2-7 
SETTING3 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

環境設定 3 

 ⇒P55   

    
▲↓↑▼     

2-8.FAULT 

故障の原因調査・解析時に

使用します(メーカー解

析)。お客様においてはご使

用しません。 

● ○ ○ ○ 2-8 
FAULT 

 

 

   

     

     
 

2-9 および 2-10 

お客様においては使用しま

せん。 

 

    
▲↓↑▼ 

    
         

2-11.M MODE 

ユーザーモードへ戻る時に

使用します。 

● ○ ○ ○ 2-11 
U MODE 

 

 

   

    
▲↓↑▼ 

    
2-12.F MODE 

ファクトリーモードに入り

ます。お客様においてはご

使用しません。 

● ○ ○ ○ 2-12 
F MODE 

 

 

   

    
▲↓↑▼     

     2-0.GAS TEST へ    

 

M

M

M

M

M
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＜環境設定1「2-5」＞ 

環境設定1ではオペレーションの設定をします。 

≪環境設定1≫ PW A1 A2 F LCD     

2-5.SETTING1 

SETキーを押します。 

● ○ ○ ○ 2-5 
SETTING1  

 

 

   

↓ 
    ↓     

SE 0.INHIBIT 

インヒビットの設定を行いま

す。 

▲▼キーにてON/OFFを切り替

え、SETキーにて設定しま

す。 

ONにした場合、LCDに I と表

示され、検知モードに戻って

も外部に警報を発しなくなり

ます。 

● ○ ○ ○ SE 0 
INHIBIT 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

oFF 
INHIBIT 

 

 

    
｜↑ 

▲｜｜▼ 

↓｜ 

 

 ▲↓↑▼  

     on 
INHIBIT 

 

 

       

SE 1.ALM P 

警報値の設定を行います。 

● ○ ○ ○ SE 1 
ALM P 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

警報値設定 

 ⇒P49  

 

    
▲↓↑▼     

SE 2.ALM DLY 

警報遅延時間の設定を行いま

す。 

▲▼キーにて数値(秒)を合わ

せ、SETキーにて設定しま

す。 

● ○ ○ ○ SE 2 
ALM DLY 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

2 
ALM DLY 

 

 

    
▲↓↑▼     

SE 3.F TEST 

故障警報テストを行います。 

● ○ ○ ○ SE 3 
F TEST 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

故障警報テスト 

 ⇒P49   

 
    

▲↓↑▼ 
    

     SE 0.INHIBIT設定へ   

 

M

M M

M

I

M

M M

M

PW：POWER 

A1：ALM1 

A2：ALM2 

F ：FAULT 

M ：MAINT. 

I ：INHIBIT 

●：点灯 

○：消灯 

◎：点滅 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ中 

ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ中 
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＜環境設定2「2-6」＞ 

環境設定2では各機能の設定をします。(※設定を変更した場合は履歴を録られておくことをお勧めします) 

環境設定 2 には通常使用しない設定メニューも含まれます。誤って設定を変更しないようご注意願います。 

≪環境設定2≫ 

 PW A1 A2 F LCD     

2-6.SETTING2 

SETキーを押します。 

 

● ○ ○ ○ 2-6 
SETTING2  

 

 

   

↓ 
    ↓     

SE 0.ADDRESS 

RS-485通信のアドレス設定

を行います。(ｵﾌﾟｼｮﾝ装着機器) 

▲▼キーにて数値を合わ

せ、SETキーにて設定しま

す。 

● ○ ○ ○ SE 0 
ADDRESS 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

1 
ADDRESS 

 

 

    
▲↓↑▼ 

    

SE 1.DAY TIME 

本体ユニットの日時設定を

行います。 

● ○ ○ ○ SE 1 
DAY TIME 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

日時設定 ⇒P53   

    
▲↓↑▼     

SE 2.SUPPRESS 
サプレス値の設定を行いま

す。 

▲▼キーにて数値を合わ

せ、SETキーにて設定しま

す。 

● ○ ○ ○ SE 2 
SUPPRESS 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

6%LEL 
SUPPRESS 

 

 

    
▲↓↑▼ 

    

SE 3. SUP TYPE 
サプレス方式の設定を行い

ます。 

▲▼キーにてCUT/SLOPEを

切り替え、SETキーにて設定

します。CUT(カットオフ)に

した場合、サプレス値を超

えた値が直に表示されま

す。SLOP(スロープ)にした

場合、サプレス値を超えた

値がなだらかに表示されま

す。 

 

● ○ ○ ○ SE 3 
SUP TYPE 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

CUT 
SUP TYPE 

 

 

    ｜↑ 

｜｜ 

▲｜｜▼ 

↓｜ 

  ▲↓↑▼  

SLOP 
SUP TYPE 

 

 

  

SE 4. TEST RLY 

警報テスト時の接点動作の

設定を行います。 

▲▼キーにてON/OFFを切り

替え、SETキーにて設定しま

す。ONの場合、警報テスト

時、接点が作動します。 

● ○ ○ ○ SE 4 
TEST RLY 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

OFF 
TEST RLY 

 

 

    ｜↑ 

▲｜｜▼ 

↓｜ 

  ▲↓↑▼  

     ON 
TEST RLY 

 

 

    

SE 5.TEST4-20 

警報テスト時外部出力の設

定を行います。 

● ○ ○ ○ SE 5 
TEST4-20 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

ON 
TEST4-20 

 

 

M

M M

M

M M

M M

M

M M

M M

M

PW：POWER 

A1：ALM1 

A2：ALM2 

F ：FAULT 

M ：MAINT. 

I ：INHIBIT 

●：点灯 

○：消灯 

◎：点滅 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ中 

ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ中 
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▲▼キーにてON/OFFを切り

替え、SETキーにて設定しま

す。ONの場合、警報テスト

時、テスト濃度が外部出力

としてが出力します。 

OFFの場合、テストに入る前

の出力を保持します。 

         

         

    

｜↑ 

▲｜｜▼ 

↓｜ 

 

 ▲↓↑▼  

     OFF 
TEST4-20 

 

 

       

SE 6.RLY PTRN 

接点の励磁/非励磁の設定を

行います。 

● ○ ○ ○ SE 6 
RLY PTRN 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

接点励磁・非励磁

の設定 ⇒P54  

 

    
▲↓↑▼     

SE 7.ALM TYPE 

警報方式の設定を行いま

す。(OX-6001,OX-6002のみ、L-

LL,L-H, H-HHから選べます。) 

● ○ ○ ○ SE 7 
ALM TYPE 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

L-LL 
ALM TYPE 

 

 

    ｜↑ 

｜｜ 

▲｜｜▼ 

｜｜ 

↓｜ 

  ▲↓↑▼  

     L-H 
ALM TYPE 

 

 

     ▲↓↑▼  

     H-HH 
ALM TYPE 

 

 

          

SE 8.ALM PTRN 

ガス警報動作の設定画面で

す。機器動作に影響する為、

通常ご使用頂く上では特に

変更はしないで下さい。 
 (初期設定：自己保持「L」) 

● ○ ○ ○ SE 8 
ALM PTRN 

 

 

   

    
▲↓↑▼ 

    

SE 9.AL LIMIT 

警報値のリミッター設定画

面です。通常ご使用頂く上で

は特に変更はしないで下さ

い。 (初期設定：ON) 

● ○ ○ ○ SE 9 
AL LIMIT 

 

 

   

    
▲↓↑▼ 

    

SE 10.FLT PTRN 

故障警報動作の設定画面で

す。機器動作に影響する為、

通常ご使用頂く上では特に

変更はしないで下さい。 
 (初期設定：自動復帰「nL」) 

 

● ○ ○ ○ SE 10 
FLT PTRN 

 

 

   

    

▲↓↑▼  

   

SE 11.ZERO F 

ゼロ追尾の設定を行いま

す。 

▲▼キーにてON/OFFを切り

替え、SETキーにて設定しま

す。ONの場合、ゼロ追尾機

能が働きます。 

● ○ ○ ○ SE 11 
ZERO F 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

ON 
ZERO F 

 

 

    ｜↑  
 ▲↓↑▼  

         

M

M

M M

M

M

M

M

M

M M



- 52 - 

 

(GP-6001,NC-6001,NC-6001W, 

SP-6001のみ) 

         

    
▲｜｜▼ 

↓｜ 

  OFF 
ZERO F 

 

 

       

SE 12.MNT OUT 

メンテナンスモード中の外

部出力の設定を行います。 

▲▼キーにて2.5mA/4.0mA 

/HOLD(直前値)/4-20mA(表示

値連動) を切り替え、SETキ

ーにて設定します。 

● ○ ○ ○ SE 12 
MNT OUT 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

2.5mA 
MNT OUT 

 

 

    

｜↑ 

｜｜ 

｜｜ 

▲｜｜▼ 

｜｜ 

｜｜ 

↓｜ 

 

 ▲↓↑▼  

     4.0mA 
MNT OUT 

 

 

     ▲↓↑▼  

     HOLD 
MNT OUT 

 

 

     ▲↓↑▼  

     4-20mA 
MNT OUT 

 

 

       

SET 13.MA 4-20 

外部出力(4-20mA)の調整を

行います。 

4mAまたは20mAを選択後、

SETキーを押すと調整できる

ようになります。 

4mAを調整後、20mAを調整

して下さい。 

▲▼キーにて出力(%)を調整

し、SETキーにて設定しま

す。(上位側や電流計にて合わせ

て下さい。操作の途中でMODEキ

ーを押すとスキップします) 

● ○ ○ ○ SE 13 
MA 4-20 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

4 mA 
MA SEL 

 

 

    ｜↑ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

▲｜｜▼ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

↓｜ 

  SET↓  

     100.0 % 
4MA ADJ 

 

 

     SET↓  

4 mA 
MA SEL 

▲↓↑▼ 

20 mA 
MA SEL 

SET↓↑SET 

100.0 % 
20MA ADJ 
 

     SE 0. ADDRESS へ     

 

 

M M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M
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＜日時設定2「2-6」・「SET 1」＞ 

 

≪日時設定≫ 

 PW A1 A2 F LCD   

SE 1.DAY TIME 

SETキーを押します。 

● ○ ○ ○ SE 1 
DAY TIME 

 

 
 

↓ 
    ↓   

日時設定表示 

SETキーを押します。 

● ○ ○ ○ 1200 
20110101 

 

 
 

     ↓   
西暦設定  

▲▼キーにて数値を合わせ、SETキー

にて設定します。 

● ○ ○ ○ 1200 
20110101 

 

 
 

     ↓   
月設定 

▲▼キーにて数値を合わせ、SETキー

にて設定します。 

● ○ ○ ○ 1200 
20110101 

 

 
 

     ↓   
日設定 

▲▼キーにて数値を合わせ、SETキー

にて設定します。 

● ○ ○ ○ 1200 
20110101 

 

 
 

     ↓   
時間設定 

▲▼キーにて数値を合わせ、SETキー

にて設定します。 

● ○ ○ ○ 1200 
20110101 

 

 
 

     ↓   
分設定 

▲▼キーにて数値を合わせ、SETキー

にて設定します。 

● ○ ○ ○ 1200 
20110101 

 

 
 

     ↓   
     SE 1.DAY TIME に戻る  

※日時設定モードでは、MODEキーを押すと変更がキャンセルされて1つ前の設定に戻ります。 

M

M

M

M

M

M

M

PW：POWER 

A1：ALM1 

A2：ALM2 

F ：FAULT 

M ：MAINT. 

I ：INHIBIT 

●：点灯 

○：消灯 

◎：点滅 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ中 

ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ中 
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＜接点励磁・非励磁の設定「2-6」・「SET 6」＞ 

 

≪接点励磁・非励磁の設定≫ 

 PW A1 A2 F LCD     

SE 6.RLY PTRN 

SETキーを押します。 

● ○ ○ ○ SE 6 
RLY PTRN 

 

 

   

↓ 
    ↓     

1st警報接点の設定 

▲▼キーにてnd(非励

磁)/nE(励磁)を切り替え、

SETキーにて設定します。 

● ○ ○ ○ AL1 
RLY SEL 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

nE 
ALM1 RLY 

 

 

↓ 
    

▲↓↑▼     
2nd警報接点の設定 

▲▼キーにてnd(非励

磁)/nE(励磁)を切り替え、

SETキーにて設定します。 

● ○ ○ ○ AL2 
RLY SEL 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

nE 
ALM2 RLY 

 

 

↓ 
    

▲↓↑▼     
故障警報接点の設定 

▲▼キーにてnd(非励

磁)/nE(励磁)を切り替え、

SETキーにて設定します。 

● ○ ○ ○ FLT 
RLY SEL 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

nE 
FLT RLY 

 

 

     
▲↓↑▼     

     SE 6. RLY PTRN に戻る    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊注記 

非励磁設定の場合、警報時にリレーが励磁し作動します(正常時非励磁)。 

・ a接点を使用している場合、正常時は開、警報時は閉となります。 

・ b接点の場合は逆の動作になります。 

 

励磁設定の場合、正常時にリレーが励磁されております(警報時非励磁)。 

・ a接点を使用している場合、正常時は閉、警報時は開となります。また、電源OFF時も開となります。 

・ b接点の場合は逆の動作になります。 

M

M

M

M

M

M

M

＊注記 

接点仕様(a又はb接点)の設定変更は、弊社営業部迄ご連絡下さい。 

PW：POWER 

A1：ALM1 

A2：ALM2 

F ：FAULT 

M ：MAINT. 

I ：INHIBIT 

●：点灯 

○：消灯 

◎：点滅 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ中 

ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ中 
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＜環境設定3「2-7」＞ 

環境設定2では各機能の設定をします。(※設定を変更した場合は履歴を録られておくことをお勧めします) 

環境設定 2 には通常使用しない設定メニューも含まれます。誤って設定を変更しないようご注意願います。 

≪環境設定2≫ 

 PW A1 A2 F LCD     

2-7.SETTING3 

SETキーを押します。 

 

● ○ ○ ○ 2-7 
SETTING3  

 

 

   

↓ 
    ↓     

SE 0.AMP DEF 

アンプ基板の初期化を行い

ます。(GP-6001,NC-6001,NC-

6001W,SP-6001,GH-6001のみ) 

アンプ基板の初期化を行う

場合はSETキーを押します。 
(MODEキーを押すとキャンセルさ

れます) 

通常お客様においては使用

しません。 

● ○ ○ ○ SE 0 
AMP DEF 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

SET 
AMP Y/N 

 

 

    ｜↑ 

▲｜｜▼ 

↓｜ 

    

SE 1.HEAT ADJ 

ヒータ電流の調整を行いま

す。(GP-6001,NC-6001,NC-

6001W,GH-6001のみ) 

SETキーにて設定します。 

通常お客様においては使用

しません。 

● ○ ○ ○ SE 1 
HEAT ADJ 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

140 

CUR SET 

 

 

    
▲｜↑▼ 

↓｜ 

    

SE 2.LOAD ADJ 
ロード電圧の調整を行いま

す。(GH-6001のみ) 

SETキーにて設定します。 

通常お客様においては使用

しません。 

● ○ ○ ○ SE 2 
LOAD ADJ 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

 
CAL VCIR 

 

 

    ｜↑ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

▲｜｜▼ 

｜｜ 

｜｜ 

  ↓（6秒後）  

     4000mV 
VCIRCUIT 

 

     SET↓  

     4000mV 
VCIRCUIT 

 

     ↓（3秒後）  

     3200mV 
V SET 

 

     ↓（3秒後）  

     200mV 
FS GAS 

 

     ↓  

M

M M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

PW：POWER 

A1：ALM1 

A2：ALM2 

F ：FAULT 

M ：MAINT. 

I ：INHIBIT 

●：点灯 

○：消灯 

◎：点滅 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ中 

ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ中 
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SE 7.DR OUT 

ダブルレンジ外部出力の設

定を行います。 
(NC-6001Wのみ) 

● ○ ○ ○ SE 7 
DR OUT 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

L4-2 
DR OUT 

 

 

    ｜↑ 

｜｜ 

  ▲↓↑▼  

     4-16 
DR OUT 

 

 

    
▲｜｜▼ 

  
▲↓↑▼ 

 

    ｜｜ 

↓｜ 

  H4-2 
DR OUT 

 

 

       

SE 8.FLOW SET 

流量低下警報動作の ON/OFF

設定を行います。 
(EC-6002のみ) 

● ○ ○ ○ SE 8 
FLOW SET 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

OFF 
FLOW SET 

 

 

    ｜↑ 

▲｜｜▼ 

↓｜ 

  ▲↓↑▼  

     ON 
FLOW SET 

 

 

        

SE 9.OUT SET 

外部出力の分解能の設定を

行います。 

▲▼キーにて表示と同じ分

割(標準設定)/1000 分割を

切り替え、SETキーにて設定

します。 

● ○ ○ ○ SE 9 
OUT SET 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

Stnd 
OUT SET 

 

 

    ｜↑ 

▲｜｜▼ 

↓｜ 

  ▲↓↑▼  

     1000 
OUT SET 

 

 

        

SE 10.485 PTRN 

RS-485 通信設定を行いま

す。(オプション装着機種のみ) 

 

● ○ ○ ○ SE 10 
485 PTRN 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

48 
SPEED 

 

 

    ｜↑ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

｜｜ 

 

 ▲↓↑▼  

     3125 
SPEED 

 

 

     SET↓  

     7 
CHAR BIT 

 

 

     ▲↓↑▼  

     8 
CHAR BIT 

 

 

     SET↓  

       

M M

M

M M

M

M M

M

M

M

M

M M

M
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｜↑ 

｜｜ 

｜｜ 

▲｜｜▼ 

｜｜ 

 

 

 ▲↓↑▼  

     GRN 
ORNG ADJ 

 

     SET↓  

     100.0% 
ORNG ADJ 

 

     ▲↓↑▼  

    ｜｜ 

↓｜ 

  0.0% 
ORNG ADJ 

 

 

     ▲↓↑▼  

SE 14.BZ RLY 

2nd警報接点をブザーと 

同じ動きになる接点に変更

できます。SETキーにて設

定します。 

● ○ ○ ○ SE 14 
BZ RLY 

 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

OFF 
 

 

    ｜↑ 

▲｜｜▼ 

↓｜ 

 

 

 

 ▲↓↑▼  

     ON 
 

 

 

        

         

 SE 15.FLT LVL 

故障レベル入力の設定を行

います。 

▲▼キーにて選択して、

SETキーにて設定します。 

通常お客様においては使用

しません。 
(EC-6002,OX-6002,RM-6002,RM-

6003のみ) 

(参考) 

0.5:1mA未満検知 

3.5:3.5mA未満および 

21.5mA以上検知 

● ○ ○ ○ SE 15 
FLT LVL 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

0.5 
FLT LVL 

 

 

    ｜↑ 

▲｜｜▼ 

｜｜ 

↓｜ 

  ▲↓↑▼  

     3.5 
FLT LVL 

 

 

   

 

 

    SE 0. AMP DEF へ   

 

 

M

M

M

M

M M

M M

M
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＜測定ガスのガス種およびフルスケールの設定「2-7」・「SET 3」＞ 

※通常お客様においてはご使用しません。 

 

≪測定ガスのガス種およびフルスケールの設定≫（以下は、GP-6001での表示例です） 

 PW A1 A2 F LCD     

SET 3. GAS SELECT 

SETキーを押します。 

● ○ ○ ○ SE 3 
GAS SEL 

 

 

   

↓ 
    

SET↓↑MODE     
▲▼キーにて「GP」、「nc」、

「nc d」、当該機種に合わ

せ、SETキーにて選択しま

す。 
(GP-6001,NC-6001,NC-6001Wのみ) 

● ○ ○ ○ GP 
GAS SEL 

 

 

▲ 

→ 

← 

▼ 

nc 
GAS SEL 

 

 

     
｜↑ 

SET｜｜MODE 

↓｜ 

  ▲↓↑▼  

      

 

 nc d 
GAS SEL 

 

 

         

ガス種の設定 

▲▼キーにてud（アップダ

ウン入力）、no（ナンバー入

力）、いずれかの方法からガ

ス種を選択し、SETキーにて

設定し 

● ○ ○ ○ ud 
GAS SEL 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

001ppm 
H2 

 

▲↓↑▼  
ます。      

 ● ○ ○ ○ no 
GAS SEL 

 

 

→ 

SET 

← 

MODE 

000 
GAS SEL 

 

     
MODE↓ 

    

     SE 3. GAS SEL に戻る    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M

M

M

M

M

M

M

M

PW：POWER 

A1：ALM1 

A2：ALM2 

F ：FAULT 

M ：MAINT. 

I ：INHIBIT 

●：点灯 

○：消灯 

◎：点滅 

 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ中 

ｲﾝﾋﾋﾞｯﾄ中 

＊注記 

設定後は、55頁のSE 1. HEAT ADJを行うことによりセンサにヒーター電流が印加されます。また、ヒーター電

流を調整しないで電源をOFFし、再度電源をONした時は、E-1Aトラブルが出ます。 
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＜指示値の異常＞ 
症状  原因 対策 

指示値が上がった(下がった)
まま元にもどらない 

センサのドリフト ゼロ調整(エアー調整)を行って下さい。 

干渉ガスの存在 溶剤等の干渉ガスによる影響は、完全に無くすことは困
難です。除去フィルタなど対策については弊社営業部迄
ご連絡願います。 

 スローリーク 検知対象ガスが微量に漏れている可能性があります 
(スローリーク)。放置しておくと危険な状態になる可能
性があるので、ガス警報時の対応と同等の対応をし、処
置を施すようお願いします。 

 環境の変化 ゼロ調整(エアー調整)を行って下さい。 
特に、ガルバニ電池式は気圧の影響を受けます。 

ガス漏れなど、検知ポイント
に異常がないのにガス警報を
発する 

干渉ガスの存在 溶剤等の干渉ガスによる影響は、完全に無くすことは困
難です。除去フィルタなど対策については弊社営業部迄
ご連絡願います。 

 ノイズの影響 電源をOFFにし、再起動を行って下さい。 
頻繁にこのような症状が起こる場合は、適切なノイズ対
策を実施して下さい。 

 環境の急変 本器は急激な環境変化(温度など)があると、追従できず
に影響を受けて、場合によっては指示警報を出します。 
環境が頻繁に急変してしまう場合はご使用頂けませんの
で、お客様にて何らかの対策を講じて頂くようお願いし
ます。 

応答が遅い 
 

ダストフィルタの 
詰まり 

ダストフィルタを交換して下さい。 

 吸引側又は排気側チ
ューブの折れ,詰まり 

不具合の箇所を修復して下さい。 

 吸引側チューブ内で
結露が発生している 

不具合の箇所を修復して下さい。 

 センサ感度の劣化 新しいセンサユニットに交換して下さい。 

感度校正ができない 校正ガス濃度が 
不適切 

適切な校正ガスを用意して下さい。 

 センサ感度の劣化 新しいセンサユニットに交換して下さい。 
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１１．用語の定義 
 

%LEL 可燃性ガスの爆発下限界濃度を100として、可燃性ガスの濃度を百分の1の単位で

表したものです。爆発下限界（LEL：Lower Explosion Limit）とは、可燃性ガス

が空気と混合して、着火によって爆発を起こす最低濃度をいいます。 

vol% ガス濃度を体積の百分の１の単位で表したものです。 

ppm ガス濃度を体積の百万分の１の単位で表したものです。 

校正 校正用ガスなどを用い、機器の指示値、表示値又は設定値と、真の値との

関係を求めることです。 

メンテナンスモード 機器のメンテナンスを行う際、警報接点を遮断し、外部出力信号にはメン

テナンスモード状態を示す信号が出力されます。これにより機器単独にて

メンテナンスが行えます。 

イニシャルクリア 電源投入後数秒間は指示が不安定です。その間の誤動作を防止する為に、

警報接点を遮断します。また、外部出力にはイニシャルクリア状態を示す

信号が出力されます。 

ゼロサプレス 環境変化や干渉ガス等の影響を目立たなくする機能です。 

警報遅延時間 外部から侵入するノイズによる誤警報を防ぐために一時的に動作を保留す

る機能です。 

インヒビット 機器のメンテナンス等の都合で、一時的にガス検知の機能を停止させま

す。ポイントスキップと称されることもあり、同等の機能です。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


